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2023年実施試験（2024年採用選考） 

 茨城県 教職教養 

【1】次の(1)～(10)の文は、法令等の条文の一部を抜粋したものである。文中の［ 1 ］～

［ 10 ］に当てはまる語句を、それぞれ下のa～eの中から一つずつ選びなさい。 

 

(1) 義務教育として行われる普通教育は、各個人の有する能力を伸ばしつつ社会において

［ 1 ］生きる基礎を培い、また、国家及び社会の形成者として必要とされる基本的な資質

を養うことを目的として行われるものとする。（教育基本法第五条第二項） 

a 意欲的に  b 自立的に  c 協調的に  d 希望をもって  e 前向きに 

 

(2) 小学校は、文部科学大臣の定めるところにより当該小学校の教育活動その他の学校運営の状

況について評価を行い、その結果に基づき学校運営の改善を図るため必要な措置を講ずること

により、その［ 2 ］の向上に努めなければならない。（学校教育法第四十二条） 

a 学力  b 組織力  c 教育力  d 教育水準  e 指導体制 

 

(3) 小学校の教育課程については、この節に定めるもののほか、教育課程の［ 3 ］として文

部科学大臣が別に公示する小学校学習指導要領によるものとする。（学校教育法施行規則第五

十二条） 

a 指針  b 基準  c 目標  d 手引き  e 展開例 

 

(4) ［ 4 ］は、感染症の予防上必要があるときは、臨時に、学校の全部又は一部の休業を行

うことができる。（学校保健安全法第二十条） 

a 養護教諭  b 保健主事  c 学校の設置者  d 校長  e 保健所 

 

(5) すべて職員は、全体の奉仕者として［ 5 ］のために勤務し、且つ、職務の遂行に当つて

は、全力を挙げてこれに専念しなければならない。（地方公務員法第三十条） 

a 公共の利益  b 地域社会  c 住民  d 地方公共団体  e 社会全体の利益 
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(6) 公立の小学校等の教諭等の研修実施者は、当該教諭等（臨時的に任用された者その他の政令

で定める者を除く。）に対して、その採用（現に教諭等の職以外の職に任命されている者を教

諭等の職に任命する場合を含む。）の日から一年間の教諭又は保育教諭の職務の遂行に必要な

事項に関する［ 6 ］研修（次項において「初任者研修」という。）を実施しなければならな

い。（教育公務員特例法第二十三条第一項） 

a 長期  b 悉皆  c 実践的な  d 校内  e 教員 

 

(7) 教育職員等による児童生徒性暴力等の防止等に関する施策は、教育職員等による児童生徒性

暴力等が全ての児童生徒等の心身の健全な発達に関係する［ 7 ］であるという基本的認識

の下に行われなければならない。（教育職員等による児童生徒性暴力等の防止等に関する法律

第四条第一項） 

a 課題  b 障害  c 違法な行為  d 悪質な非行  e 重大な問題 

 

(8) こども施策は、次に掲げる事項を基本理念として行われなければならない。 

一 全てのこどもについて、個人として尊重され、その［ 8 ］が保障されるとともに、差

別的取扱いを受けることがないようにすること。（こども基本法第三条、第二号以下略） 

a 就学の機会  b 教育を受ける権利  c 心身の健康 

d 安全•安心な風土  e 基本的人権 

 

(9) いじめの防止等のための対策は、いじめを受けた児童等の生命及び心身を保護することが特

に重要であることを認識しつつ、国、地方公共団体、学校、地域住民、家庭その他の関係者の

連携の下、いじめの問題を［ 9 ］することを目指して行われなければならない。（いじめ防

止対策推進法第三条第三項） 

a 根絶  b 緩和  c 解決  d 共有  e 克服 

 

(10) 教育機会の確保等に関する施策は、次に掲げる事項を基本理念として行われなければなら

ない。 

一 全ての児童生徒が豊かな学校生活を送り、［ 10 ］教育を受けられるよう、学校におけ

る環境の確保が図られるようにすること。（義務教育の段階における普通教育に相当する教

育の機会の確保等に関する法律第三条、第二号以下略） 

a 充実した  b 一定水準の  c 個に応じた 

d 主体的・対話的で深い学びを伴う  e 安心して 
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【2】次のⅠ～Ⅲに答えよ。 

 

Ｉ 次の   の中の文は、「公立の小学校等の校長及び教員としての資質の向上に関する指標の

策定に関する指針」（令和4年8月 文部科学省）の一部を抜粋したものである。下の(1)～(3)の

問いに答えなさい。 

およそ全ての教員は、教育を受ける子供たちの【 ① 】を目指し、その成長を促すという非

常に重要な職責を担っている高度専門職であり、学校教育の成否は、教員の資質によるところ

が極めて大きい。【 ② 】（平成18年法律第120号）第9条第1項において、教員は、絶えず研究

と修養に励むこと、同条第2項において、教員の養成と研修の充実が図られなければならない

ことが規定されているように、これまでも常にその資質の向上が図られるよう、法令上、特別

な配慮がなされているところである。子供たちの成長を担う教員に求められるのは、いかに時

代が変化しようとも、その時代の背景や要請を踏まえつつ、自らが子供たちの道しるべとなる

べく、常に学び続け、その資質の向上を図り続けることである。 

（中略） 

グローバル化、情報化の進展等、社会が急速に変化するとともに、先行き不透明で予測困難

な時代が到来する中、「「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性

を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～」（令和3年1月中央教育審議会答申）

においては、2020年代を通じて実現を目指す「令和の日本型学校教育」において実現すべき教

員の理想的な姿が示された。具体的には、技術の発達や新たなニーズなど学校教育を取り巻く

環境の変化を前向きに受け止め、教職生涯を通じて【 ③ 】を持ちつつ自律的かつ継続的に新

しい知識・技能を学び続け、子供一人一人の学びを最大限に引き出し、子供の主体的な学びを

支援する【 ④ 】者としての役割を果たすことである。 

 

(1) 文中の【 ① 】～【 ④ 】に当てはまる語句を、それぞれ下のa～eの中から一つずつ選び

なさい。 

① 

a 学力の向上  b 生きる力を育むこと  c 資質・能力の育成 

d 人格の完成  e 持続可能な社会の創り手となること 

 

② 

a 教育基本法  b 学校教育法  c 学校教育法施行令 

d 地方公務員法  e 教育職員免許法 
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③ 

a コミュニケーション能力  b 探究心  c 豊かな心 

d 高い使命感  e 協働性 

 

④ 

a 援助  b 協働  c 指導  d 助言  e 伴走 

 

(2) この「指針」では、教員等の資質の向上に関する基本的な考え方が述べられている。それ

に関して誤っているものを、次のa～eの中から一つ選びなさい。 

a 教員等の資質の向上を図るに当たっては、校内研修や授業研究・保育研究などの「現場

の経験」を重視した学びと研修実施者や様々な主体が行う校外研修とが最適な組合せによ

り実施されることが重要である。 

b 指導助言者と教員等が研修等に関する記録を活用しつつ、資質の向上に関する指導助言

等として対話を重ねる中で、今後能力を伸ばす必要がある分野の研修受講などの資質の向

上方策について、教員等からの相談に応じ、情報を提供し、又は指導及び助言を行うこと

が必要である。 

c 教員等が可視化された学習履歴を自ら振り返り、指導助言者と対話する中で、自らの強

みや弱み、今後伸ばすべき能力、学校で果たすべき役割など踏まえ、必要な学びを俯瞰

（ふかん）的かつ客観的に理解することが重要である。 

d 研修の実施に当たっては、対面・集合型で行われるもの、同時双方向型のオンラインで

行われるもの、オンデマンド型のオンラインで行われるものなど、様々な実施方法が想定

される。しかし、可能な限り、対面・集合型で実施すべきである。 

e 期待される水準の研修を受けているとは到底認められない場合などやむを得ない場合に

ついては、職務命令として研修を受講させることも想定される。 
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(3) この「指針」では、指標の内容を定める際の観点として、「教員の指標」について5つの事

項が掲げられている。その組み合わせとして最も適切なものを、次のa～eの中から一つ選び

なさい。 

 

 ① ② ③ ④ ⑤ 

a 

学習指導 生徒指導 特別な配慮や支援

を必要とする子供

への対応 

ICTや情報・教育デ

ータの利活用 

学級経営 

b 

教職に必要

な素養 

生徒指導 特別な配慮や支援

を必要とする子供

への対応 

ICTや情報・教育デ

ータの利活用 

地域との協働 

c 

教職に必要

な素養 

学習指導 生徒指導 特別な配慮や支援

を必要とする子供

への対応 

ICTや情報・教育デ

ータの利活用 

d 

教職に必要

な素養 

学習指導 特別な配慮や支援

を必要とする子供

への対応 

学級経営 地域との協働 

e 
教職に必要

な素養 

学習指導 生徒指導 ICTや情報・教育デ

ータの利活用 

学級経営 

 

 

Ⅱ 茨城県教育委員会が策定した「令和5年度 学校教育指導方針」に示されている内容について、

次の(1)～(3)の問いに答えなさい。 

 

(1) 「学校教育推進の柱」の一つである「豊かな心を育む教育の推進」のための項目として誤

っているものを、次のa～eの中から一つ選びなさい。 

a 道徳教育の充実  b 環境教育の充実  c 福祉教育の充実 

d 人権教育の充実  e 生徒支援の充実 
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(2) 次の図は、「すべての子どもの可能性を引き出す活力ある学校づくり」に向けた取組の一

つである「豊かな学びの展開」についてまとめたものである。図の中の［ 18 ］に当ては

まる語句を、下のa～eの中から一つ選びなさい。 

 

豊かな学びの展開 

○ 問いの発見と解決に重点を置く［ 18 ］な学びの推進 

・試行錯誤、アウトプット、振り返りの重視 

○ ICTの効果的な活用 

・デジタル教材、遠隔・オンライン、スタディ・ログ等 

○ よりよい社会の創造に貢献する市民性の育成 

○ 個々の発達段階や教育的ニーズに応じた学びの充実 

 

a 問題解決的  b 協働的  c 探究的  d 主体的  e 個別最適 

 

(3) 次の   の文は、「5 自立と社会参加に向けた特別支援教育の推進」の「幼児教育施設、

小・中学校、高等学校等における充実」の「具現化のための取組」の一部を抜粋したもので

ある。文中の［ 19 ］に当てはまる語句を、下のa～eの中から一つ選びなさい。 

○ 全教職員の取組による特別支援教育の充実 

・管理職のリーダーシップのもと、［ 19 ］等を中心とした校内支援体制の強化と校

内支援委員会の計画的・継続的な実施（定期的な学びの場の見直し） 

 

a 通級指導教室担当者 

b 特別支援教育コーディネーター 

c 特別支援教育支援員 

d 特別支援教育専門家 

e 生徒指導主事 
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Ⅲ 令和4年度に実施された「全国学力・学習状況調査」に関する本県の結果の概要として正しい

ものを、次のa～eの中から一つ選びなさい。 

a 「家で自分で計画を立てて勉強していますか。（学校の授業の予習や復習を含む）」について、

小学校と中学校で「している・ときどきしている」と回答した割合は、全国の割合よりも低

くなっている。 

b 国語、理科の「勉強は好きですか。」について、小学校と中学校で「当てはまる・どちらか

といえば、当てはまる」と回答した割合は、全国の割合よりも高くなっている。 

c 「学習の中でPC・タブレットなどのICT機器を使うのは勉強の役に立つと思いますか。」につ

いて、小学校と中学校で「役に立つと思う・どちらかといえば、役に立つと思う」と回答し

た割合は、全国の割合よりも低くなっている。 

d 「学級の友達（生徒）との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりす

ることができていますか。」について小学校と中学校で「当てはまる・どちらかといえば、当

てはまる」と回答した割合は、全国の割合よりも高くなっている。 

e 「自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか。」について、小学校と中学校で

「当てはまる・どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合は、全国の割合よりも低く

なっている。 
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県別対策 茨城県 

2023年実施 本試験問題 

 

【正答番号一覧】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題番号 正答番号 

【1】 (1) b 

(2) d 

(3) b 

(4) c 

(5) a 

(6) c 

(7) e 

(8) e 

(9) e 

(10) e 

【2】 Ⅰ (1) ① d 

   ② a 

   ③ b 

   ④ e 

  (2)  d 

  (3)  c 

 Ⅱ (1)  b 

  (2)  c 

  (3)  b 

 Ⅲ   b 
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2023年実施試験（2024年採用選考） 

 茨城県 論文試験 

 

＜小・中学校＞60分 600～800字 

子供たちの豊かな学びの展開に向けては、問いの発見と解決に重点を置く探究的な学びを推進す

ることが重要です。 

あなたは、教員として、このことをどのように考え、どのように取り組んでいきますか。 

６００字以上８００字以内で、あなたの考えを具体的に述べなさい。 

 

＜高等学校＞90分 800字以内 

次の【文章1】【文章2】の内容を250字程度でまとめて、それに関連したあなたの考える実践を具

体的に1つ述べなさい。 

また、字数は８００字以内とし、原稿用紙の使い方にしたがって常体で記述すること。なお、出

題の都合上、本文の表記の一部を変更している。 

 

※文章は下記の書籍からの転載。著作権の都合で掲載は省略。 

【文章1】 

小手川正二郎『現実を解きほぐすための哲学』株式会社トランスビュー（約1650字） 

【文章2】 

市川力／井庭崇『ジェネレーター――学びと活動の生成――』学事出版株式会社（約2270字） 

 

＜特別支援学校＞90分 1200字以内 

現在、障害のある児童生徒の学びの場として、小・中学校等の通常の学級、通級による指導及び

特別支援学級や特別支援学校がある。 

令和４年９月、国際連合の障害者権利委員会から日本政府に対して、インクルーシブ教育を受け

る権利などに係る勧告があったことを踏まえて、あなたは日本のインクルーシブ教育システムにつ

いてどのように考えるか、具体的に述べなさい。 

 

＜養護教諭＞60分 600～800字 

児童生徒の発達や学校生活への適応、人間関係の形成を支援するためには、授業や集会等の集団

で行う指導と、個々の課題に応じて対応する指導の双方が重要です。 

あなたは養護教諭として、この必要性をどのように考え、どのように取り組んでいきますか。 
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６００字以上８００字以内で、あなたの考えを具体的に述べなさい。 

 

＜栄養教諭＞60分 600～800字 

食に関する健康課題のある児童生徒等への個別的な相談・指導は、栄養の専門家である栄養教諭

が中心となって取り組んでいく必要があります。 

あなたは栄養教諭として、このことをどのように考え、どのように取り組んでいきますか。 

６００字以上８００字以内で、あなたの考えを具体的に述べなさい。 

 


